査 機関の A .B.C. C が あるが、 機密に 属する こと 

は 固より 吾々 に は 分らない。 

熱線と 共に 来る 放射線が 恐ろしい。 広 島の 赤十字 病 

院に は、 当時、 X 光線 用の 乾板が 鉛の ケ— スに 収めら 

れて 地下室に あつたが、 それが みな 原 位置の まま 感光 

していた。 

この 放射線 は、 生きの びた 人々 を も 多数、 所謂 原爆 

症で 殺した。 無傷な 人々 までが 不思議な 死に 方 をした。 

嘔気、 頭痛、 下痢、 発熱 …… 次で、 脱毛、 下痢、 高熱 

…… 次で、 粘膜 出血、 白血球 減少 …… 。 火傷の 痕 はみ 

な ケロイド 状で、 皮鬌が 盛り 上って ゴム を 塗りつ けた 



ようになる。 赤十字 病院に は 今 もそう いう 患者が いる _ 

或る 老婦 人 は、 こういう 風に 言った。 「広 島の 

明るい 面ば かりで なく、 暗い 面 もよ く 見て 下さいよ ご 

意味 は 二様に 取れる。 主要な 街路に はだいたい 小さ 

な 人家が 立ち並び、 公共 建物 も だいたい 整備され てい 

るが、 まだまだ、 巿 民の 中には 日々 の 生活に 難渋 を 極 

めて る 者 も 多く、 孤独 無縁な 者 も 多い。 それから 次に 

ケロイド 状 火傷 者が たくさん いる。 人目に つかない 部 

分 だけに ある 者 はま だよ いとして、 顔 や 手に それが 大 

きく ある 者に ついては、 殊に 若い 娘た ちの 場合 は、 な 

ん とも 言葉に は 言えない。 あまり 外に も 出ず、 なる ベ 



が 落ちた ことになる。 至る所に 死体が 横たわり、 助け 

を 呼ぶ 重傷者の 声が 聞え た。 その 声 も 途絶えて、 ひつ 

そりと 静まり返 ると、 重傷者た ち は 思い思いに 水 を 探 

した。 喉の 渴 きが 甚 しかった ので ある。 防火 用の 水槽 

のま わりに は、 馬が 水 を 飲む ような 恰好で、 その 縁に 

つかま リ頭を 水面に 垂れて る 死体が、 ずら リと 並んだ。 

川の 干潟の 渚に は、 水の 方に みな 頭 を 向けて、 死者と 

生者と が 相 並び、 それ を 上げ潮の 川 水が 徐々 に 浸して 

いった。 

これ 以上 書くまい。 「もうた くさん じ やない 

ゝ I 

力！」 



巿長 はじめ 公共の 識者た ちの 善意の 誘 掖もぁ つたで あ 

ろうが、 元は 市民の 間から 自然に 起った ものと 見る ベ 

きであろう。 ヴ オクス . ポプリ • ヴ オクス • ディ 

この 市民の 声 は 即ち 神の 声であった。 そして 今や ヒロ 

シマは 平和 記念 都巿 として 自己 を 建設しょう としてい 

る。 構想 は 大きい。 

戦争の 脅威に 対抗して、 世界の 良識 ある 人々 の 間に 

は、 周知の 如く、 平和 擁護の 声が 起って いる。 その 中 

にあって、 ジョン. ハ— シ— 氏の 率直な 記録 「ヒロシ 

マ」 は、 アメリカの 良心に 衝撃 を 与えた。 ォ ー クラン 

ドには 世界平和 デ— 委員会が 設けられ、 次で ニュ— 



ョ ー クに は、 広 島 を 世界の ピ— ス . センタ— にせん と 

の 委員会が 設けられた。 ノ— モア • ヒロシ マ ズの声 は 

世界に 拡がりつつ ある。 広島巿 庁に は 世界 各地からの 

同情 ある 書信が 到来し つ つ ある。 

この 世界の 与論に 応じて 否む しろ それに 先んじて、 

ヒロシ マ は 自ら を 平和 都巿 となし、 世界平和 運動の 根 

拠 地た らんと 自ら 期して いる。 だが、 広 島 平和 都巿案 

は 既に 国会で 可決され てはいる が、 巿の 貧しい 財政 状 

態 を 以てして は、 理想が いつ 実現され る ことであろう 

か。 原爆 被害の 物的 資料の 保存に さえ、 安全な 建物に 

事欠く 現状で ある。 平和 記念館 を 建て、 爆心地 付近 や 
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